
4.施設設計

1.一般廃棄物処理基本計画及び循環型社会形成推進地域計画策定
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復建調査設計株式会社
　環境部　新エネ・資源循環課
広島市東区光町2-10-11
　TEL 050-9002-1747　　FAX 082-506-1892
　担当者：縄田、中島、三上

～ 背 景 ～ 平成 14 年 12 月、「ダイオキシン類特別措置法」の規制強化に伴い､排出基準を満たさな

い焼却施設の改造、あるいは施設の解体、撤去が必要となっています。また、焼却炉の解体、撤去にあたって

は厚生労働省で定める解体撤去手順に従い届け出作業を行い、ダイオキシン類の大気への飛散防止、作業労働

者へのばく露防止対策、ダイオキシン汚染廃棄物の適正処理などが必要です。

こうした中、復建調査設計㈱は、廃棄物焼却施設に関するダイオキシン規制強化に伴い基準に適

合できない施設等の解体に関して、焼却施設解体までの業務を行います。 

ごみ発生量の推計
　発生抑制（リデュース）
　再 利 用 （リユース）
　再資源化（リサイクル）

中間処理計画
・焼却施設
・資源化施設

最終処分量の算定

処理能力の算定

2.適地選定

法規制調査 土地利用状況調査 複数候補地の評価 適地の選定

3.事前調査

　測量調査　　　　
　・地形測量
　・用地測量、分筆、登記

　地質調査　　　　　　　
　・地質構成、強度、透水性
　（ボーリング調査）　

　環境調査・アセスメント　　　　　
　・現状の生活環境を把握
 （大気、水質、騒音、振動、悪臭）

　基本設計　　　　　　　　
　・現地と計画相互の調整
　・支障物件の確認

　実施設計　　　　　
　・設計図書　　　
　・発注仕様書(性能発注)　
　・各種申請手続き　

　基本計画　　　　　
　・施設の建設に必要な
　　事業区域等を設定

5.施工監理

施設の建設において施工
が予定通り進捗している
か、必要な品質が確保さ
れているか、形状・寸法
が設計図書と違っていな
いかなどをチェックし、
所定の機能を有する施設
を建設するための施工監
理を行います

処分場の埋立
監視及び情報
公開を可能と
する「最終処
分場監視シス
テム」の事後
管理システム
のご提案

廃棄物処理施設の整備に向けたサポート
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　完成後の情報管理のご提案

クローズド型最終処分場

1.事前分析調査

　現地踏査
　汚染状況調査計画の策定

汚染状況の事前分析調査
・ダイオキシン類調査(焼却施設、周辺土壌)

【調査事例】焼却炉内のＤＸＮ類調査

2.解体工事基本計画

財産処分申請
・残存価値の算出
・解体工事費の積算(見積りの取得)

解体工事基礎計画の検討
・解体作業管理区分、解体対象施設調査
・解体工事の工法検討
・工事工程素案作成
・跡地利用計画の検討

3.焼却炉廃止に係る各種申請

・焼却炉廃止届（廃棄物処理法）
・ばい煙発生施設廃止届（大気汚染防止法）
・特定施設使用廃止届（ダイオキシン類対策特別措置法）

4.施工監理

解体工事による周辺環境への環境監視を重視するとともに、工事の進捗状況や産業廃棄物の搬出先の
確認（マニフェストの確認）を行い、適正な解体工事とするための監理を行います
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焼　却　施　設　解　体　サ　ポ　ー　ト

リサイクルセンター


